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動）を修了することで向上できているかを明らかにすることである．対象は平成 22 年～平成 26年度に認定を受
けた臨床教育看護師・助産師のうち同意を得た 27 名である．調査方法は，「看護実践の質」を測定する尺度とし
て，信頼性・妥当性が確認された「看護問題対応行動自己評価尺度」「看護実践の卓越性自己評価尺度－病棟看護







り，「自身の看護実践の質」が 2年間のプログラムを修了することで向上できていることが示唆された．  
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プログラムの内容を表 1 に示した． 
 
表１ 臨床教育看護師・助産師育成プログラム  
 
 
1 年目では講義演習中心の研修を 120 時間行い，2 年
目ではプレ活動として各部署において教育活動を行っ
ていた．プレ活動では，リフレクションシートを用い
























本プログラム 1 年目の講義・演習修了後 
６）プレ活動後 
本プログラム 2 年目のプレ活動修了後 
 
2. 調査対象 
平成 22 年～平成 26 年度に認定を受けた臨床教育看
護師・助産師 30 名  
 
3. 調査期間 






























































 臨床教育看護師・助産師育成プログラム 受講後とプレ活動後の評価 
～「自身の看護実践の質」が向上できているかを評価する～  
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ｎ＝27
性別 女性 26 （96.3）
男性 1 （3.7）
受講者の内訳 外部 4 （14.8）
内部 23 （85.2）





















18.0 20.0 20.0 0.144 0.029*
Ⅲ.問題解決に向けた相互行為の円
滑化 21.0 20.0 21.0 0.459 0.470
Ⅳ.問題克服に向けた患者への心理
的支援 20.0 20.0 21.0 0.381 0.028*
Ⅴ.問題解決への自己評価 17.0 16.0 19.0 0.931 0.033*





























・総得点 104～140 点：看護実践の質が標準的  




























30 名中 27 名より調査の同意があった．性別は男性



































総得点は上昇し，p ＜0.05 で有意差を認めた（表 3）.  
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活用 18.0 19.0 19.0 0.212 0.102
Ⅱ.臨床の場の特徴を反映した専門
的知識・技術の活用 17.0 18.0 19.0 0.390 0.035*
Ⅲ.患者・家族との関係の維持・発展
につながるコミュニケーション 19.0 20.0 20.0 0.143 0.005*
Ⅳ.職場環境・患者個々が持つ悪条
件の克服 18.0 17.0 19.0 0.632 0.038*
Ⅴ.現状に潜む問題の明確化と解決
に向けた創造性の発揮 16.0 17.0 18.0 0.261 0.028*
Ⅵ.患者の人格尊重と尊厳の遵守 19.0 19.0 20.0 0.624 0.013*
Ⅶ.医療チームの一員としての複数
役割発見と同時進行 19.0 20.0 20.0 0.079 0.001*
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2. 本プログラム修了後のサポート  
二つの尺度では，総得点の中央値，第 1 四分点，第
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